
　ダ・ヴィンチでは、従来の腹
ふく

腔
くう

鏡
きょう

手術に比べ、より精
緻な手術が可能で、独自の機能により手ぶれがないなど
の利点があります。また開腹手術に比べ、出血量が少な
く手術創も小さいため、患者さんにも、術後の痛みの軽
減による入院期間短縮と早期の社会復帰のメリットがあ
ります。現在、前立腺がんの手術にのみ、公的保険適用
が認められています。
※�ダ・ヴィンチの適用は、病状などで医師が判断します。

２月開催のコンサート情報
「ウィンターコンサート」
日時／２月８日（金）　午後３時〜
出演／銚子市立銚子高等学校吹奏楽部

「きさらぎコンサート」
日時／２月18日（月）　午後３時30分〜
出演／海上中吹奏楽部

〈共通事項〉
場所／本館１階待合ホール
※内容は変更になる場合があります。
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

手洗い、うがいの励行を
　ノロウイルスなどによる感染性胃腸炎や、インフルエ
ンザが流行しています。手洗い、うがいを十分に行いま
しょう。感染性胃腸炎の予防法については、病院のホー
ムページでも見ることができます。

内視鏡下手術支援ロボットを導入
　東総地域で初めて、内視鏡下手術支援ロボット「ダ・
ヴィンチサージカルシステム」を導入しました。
　ダ・ヴィンチは、手術部位の３Ｄ画像を見ながら医師
が４本のロボットアームを操作して執刀します。現在、
千葉県では５台、日本で75台、世界では約2,500台が
稼働しています（昨年11月末現在）。

旭中央病院便り
vol.6

防
災
行
政
無
線
な
ど
の
試
験
放
送
を
実
施

「
災
害
情
報
伝
達
の
多
様

化
実
証
実
験
」

　
総
務
省
消
防
庁
は
、
津
波
避
難
対

策
と
し
て
、
住
民
へ
の
災
害
情
報
伝

達
手
段
を
多
様
化
す
る
た
め
、
情
報

配
信
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
設
備
が
正
常
に
作
動
し
、
効
果

を
測
る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
試
験
で
は
、
防
災
行
政
無
線
で
サ

イ
レ
ン
な
ど
を
放
送
し
、
携
帯
電
話

へ
防
災
メ
ー
ル
な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
／
●
２
月
13
日
（水）
〜
15
日
（金）　

午
後
１
時
〜
３
時　
●
２
月
20
日
（水）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
20
日
が
中
止
の
場
合
は
、
24
日
（日）

に
実
施
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か

「
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

を
募
集

　
若
者
の
定
住
化
や
後
継
者
の
結
婚

対
策
な
ど
を
促
進
し
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
設
置
し

て
い
る
旭
市
後
継
者
対
策
協
議
会
。

市
で
は
、
そ
の
協
議
会
の
委
員
「
出

会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
募
集
し

ま
す
。

活
動
内
容
／
結
婚
を
望
ん
で
い
る
人

た
ち
に
、
出
会
い
の
場
や
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
設
け
、
結
婚
の
き
っ
か
け
づ

く
り
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
満

20
歳
以
上
の
人

定
員
／
５
人

任
期
／
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月

31
日（
２
年
間
）　

応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支

援
班
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。　

※
申
込
書
は
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
２
月
28
日
（木）
必
着　

選
考
方
法
／
書
類
選
考（
場
合
に
よ

り
面
接
）

選
考
結
果
／
郵
送
で
通
知

問
〒
２
８
９
‐
２
５
９
５　
旭
市

ニ
の
１
９
２
０　
市
民
生
活
課
市
民

生
活
支
援
班（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

「
君
と
一
緒
な
ら
３
！
」

参
加
者
募
集

　
「
お
婿
さ
ん
、
奥
さ
ん
の
実
家
で

同
居
で
き
る
」
と
い
う
男
性
と
、
そ

ん
な
男
性
と
の
出
会
い
を
希
望
す
る

女
性
を
募
集
し
ま
す
。
男
性
の
住
所

地
は
問
わ
ず
、
広
く
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
３
日
（日）　
午
後
２
時
〜

５
時

場
所
／
旭
市
内

参
加
資
格
／
●
男
性
：
独
身
で
、
お

婿
さ
ん
ま
た
は
伴
侶
と
な
る
人
の
実

家
で
生
活
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
人　
●
女
性
：
独
身
で
、
伴
侶
と

な
る
人
に
お
婿
さ
ん
ま
た
は
実
家
で

の
同
居
を
希
望
す
る
人（
市
内
在
住

の
人
優
先
）

定
員
／
男
女
各
10
人

費
用
／
男
女
と
も
２
、
０
０
０
円　

締
め
切
り
／
２
月
19
日
（火）

申
し
込
み
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
を
、
メ
ー
ル
ま

た
は
電
話
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

問
旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

事
務
局（
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支

援
班
内
・
☎
62
‐
５
３
９
６　

de 

ai-con@
city.asahi.chiba.jp

）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
旭

市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

asahishi-dc.com
/

）で
。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/
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国
民
年
金
保
険
料
の
便
利
で
得
す
る

納
付
方
法

　
国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、

翌
月
末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
万
が
一
の
事
故
の
と
き
な

ど
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

ば
か
り
か
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
を
な
く
す
に
は
、
便
利

で
得
す
る
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
得
す
る（
当
月
末
振
替
）

　
毎
月
引
き
落
と
さ
れ
る
保
険
料
は

通
常
、
前
月
分
の
も
の
で
す
。
当
月

末
振
替
と
い
っ
て
、
そ
の
月
の
保
険

料
を
そ
の
月
の
末
日
引
き
落
と
し
に

す
る
と
、
月
々
50
円（
平
成
24
年
度
）

が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融
機

関
な
ど
で
、
振
り
替
え
開
始
希
望
月

の
前
々
月
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

●
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

●
預
金
通
帳

●
預
金
通
帳
届
け
出
印

ま
と
め
て
払
っ
て
得
す
る（
前
納
）

　
保
険
料
を
、
そ
の
年
度
の
１
年
分

ま
た
は
６
か
月
分
ま
と
め
て
前
払
い

す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　
割
引
が
適
用
に
な
る
に
は
、
口
座

振
替
の
場
合
、
２
月
中
に
金
融
機
関

な
ど
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
金
払
い
の
場
合
は
、
４
月
末
日
ま

で
に
専
用
の
納
付
書
で
、
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
年
金
記
録
も
う
一
度
確
認

を
　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
皆
さ
ん
に

年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や

「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
の

人
は
、
佐
原
年
金
事
務
所
、
市
保
険

年
金
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
が
見
つ
か
っ
た
例

●
若
い
こ
ろ
に
勤
め
て
い
た
記
録
が

見
つ
か
っ
た
。

●
結
婚
前
の
旧
姓
の
記
録
が
見
つ

か
っ
た
。

●
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録
さ

れ
て
い
た
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

年
金
記
録
確
認
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

●
保
険
料
を
納
付
し
た
は
ず
だ
が
未

納
に
な
っ
て
い
る
。

●
働
い
て
い
て
保
険
料
を
払
っ
て
い

た
期
間
が
未
加
入
と
な
っ
て
い
る
。

●
夫（
妻
）の
扶
養
家
族
で
あ
っ
た
が
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間

が
未
加
入
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
度
確
認
を

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
・
あ
な
た
の
年
金
記
録

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

年
金
記
録
が
手
元
に
な
い
と
き
に
は

〈
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
５
５
５
、
Ｉ

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３
‐

６
７
０
０
‐
１
１
４
４　

平
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
８
時　

毎
月
第
２
土
曜
日
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

問
日
本
年
金
機
構
佐
原
年
金
事
務
所

（
☎
０
４
７
８
‐
55
‐
０
１
４
５
）、

市
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
☎
62
‐
５
３
３
２
）

内　訳 赤い羽根募金 歳末たすけあい
募金 合　計

戸別募金 7,388,500円 4,416,750円 11,805,250円
法人募金 2,255,500円 ― 2,255,500円
職域募金 455,326円 438,471円 893,797円
学校募金 291,662円 ― 291,662円
街頭募金 ― 17,206円 17,206円
イベント募金 74,222円 ― 74,222円
その他募金 713,781円 85,000円 798,781円
募金総額 11,178,991円 4,957,427円 16,136,418円

●生活援助対象世帯（在宅）〔263世帯〕 3,114,000円
●施設および施設入所者〔23施設163人〕 949,000円
●交通遺児者〔６人〕 60,000円
●災害被災世帯〔６世帯〕 60,000円
●市内施設へのもち米配布〔23施設〕 299,700円
配分総額（小計） 4,482,700円
事務費 130,000円
県共同募金会へ 344,727円

合　計 4,957,427円

　皆さんから寄せられた、共同募金（赤い羽根・歳末た
すけあい募金）の結果は次のとおりでした。
　「赤い羽根共同募金」は県の共同募金会を通じて、民間
の社会福祉施設の設備充実や入所者の生活向上のために
役立てられるほか、社会福祉協議会などの各種福祉団体
に配分されます。
　「歳末たすけあい募金」は、民生委員などの協力により
対象者や施設に届けられました。
問旭市社会福祉協議会（☎57-5577）

地域福祉の一層の充実へ
共同募金に募金総額1,614万円

平成24年度共同募金実績

※平成24年度の国民年金保険料（月額14,980円）で計算しています。

納付方法
6か月分前納額

（4〜9月分または
10月〜翌年3月分）

1年分前納額
（4月〜翌年3月分）

納付書（現金払い） 89,150円
（割引額730円）

176,570円
（割引額3,190円）

口座振替 88,860円
（割引額1,020円）

175,990円
（割引額3,770円）

前納した場合の国民年金保険料

平成24年度歳末たすけあい募金配分内訳

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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